
氏名 所属 職名 取得学位 専門分野 主な論文・著作・業績

八木　淳子 神経精神科学講座 教授 博士（医学）
精神神経科学

児童精神科学

①文部科学省科学研究費補助金 基盤研究(B)「東日本大震災後に誕生した子どもとその家庭への縦断的支援研究－生

物・心理学的評価－(研究代表者　八木淳子)」（みちのくこどもコホート）2023-2027年

②厚生労働科学研究費補助金(障害者政策総合研究事業)「強度行動障害のある人の豊かな地域生活を実現する「地域共

生モデル」の理論の構築と重層的な支援手法の開発のための研究(研究代表者野澤和弘）」「（分担)トラウマイン

フォームドアプローチによる強度行動障害支援の指針策定に資する研究」2023-2027年

③八木淳子（高橋晶編）：災害精神医学入門第2弾　第10章「災害と子ども②」137－146. 金剛出版（2025）

④Yagi, J.: Increase in Female Suicides in the Context of the Spread of COVID-19 Infections in Japan:Reviewing the 

Period up to 2021．Psychiatria et Neurologia Japonica．2023；125(11)：959-965．

⑤Nakanishi, M., Yagi, J.: chapter5  Working with school-age children(1) The case of Taro．Nicole Muller, Emma 

Morris, Nick Midgley．Mentalization-Based Treatment for Developmental Trauma: A Casebook for Working with 

Children and Their Families ．London：Routledge：2025；p.75-91．ISBN-10：1032713429

内出　希 神経精神科学講座 講師 博士（医学）
精神神経科学

児童精神科学

①内出　希：シンポジウム4　精神科救急をめぐる子どもへのまなざし ―精神科救急医療の現場で出会う子どもに着目

して―」地方の大学病院の立場から ～児童精神科救急システムと初期対応、実態、専門療法への道筋～：第32回日本

精神科救急学会学術総会：2024年10月：盛岡

②内出　希，平賀　祥，鳥谷由貴子，白澤聡子，小西　雄，外舘玄一朗，松本　敦，葛西健郎，中野　智，高橋　信，

小山耕太郎，千田勝一：遠隔医療システムにより診断できた右肺動脈上行大動脈起始症 / 日本小児科学会雑誌．

119(4):738-739(2015)

③Yagi, J.,  Yambe, T.,  Yoshioka, Y., Uchide, M.: Psychosocial Impacts of Natural Disaster on children with 

developmental disabilities：Characteristic features of developmental disorders newly diagnosed after the disaster. 

17th International ESCAP Congress; 2017; Geneva, Switzerland.

④内出　希，八木淳子，山家健仁，𠮷岡靖史，三浦光子，小川香織，伊東史ヱ，松坂真友美：いわてこどもケアセン

ターにおけるTF-CBT施行31例の検討．第59回日本児童青年精神医学会総会．2018年10月．東京

⑤内出　希，山家健仁，𠮷岡靖史，柿坂佳菜恵，千葉柊作，八木淳子：東日本大震災後に被災地域に出生した子どもの

自閉症特性と認知発達経過の関連についての検討：第127回日本小児精神神経学会：2022年6月：福島

山家　健仁 神経精神科学講座 講師 博士（医学）
精神神経科学

児童精神科学

①山家健仁： Complex PTSD 診断を「斬る」：鑑別を中心に：発達障害とCPTSDの鑑別―子どもの診療から見えるも

のー：第24回トラウマティック・ストレス学会学術総会：2025年8月：東京

②山家健仁：東日本大震災から得られた知見:みちのくこどもコホートより-親の精神健康や養育と子どもの発達の関連

-　東日本大震災直後に出産した母親のメンタルヘルスとその子どもの問題行動の関連についての5年後の検討　被災時

点の妊娠時期に着目して：第71回日本小児保健協会学術集会：2024年6月：札幌

③山家健仁，八木淳子：いじめ・ハラスメントの現状と変遷(第3回)：いじめの被害者と加害者のトラウマへのケア / 

心と社会．54(2):112-117(2023.06)

④山家健仁，𠮷岡靖史，内出　希，柿坂佳菜恵，千葉柊作，桝屋二郎，福地　成，松浦直己，八木淳子：東日本大震災

後の被災地域に出生した子どもの行動上の問題に関連する要因の検討：子どもの自閉症特性、親の精神疾患の有無およ

び愛着スタイルに着目して：第63回日本児童青年精神医学会総会：2022年11月：松本（ハイブリッド開催）

⑤山家健仁：日常臨床に潜むトラウマ‐治療困難例の背景にあるもの‐摂食障害とトラウマ / 小児の精神と神経．

62(1)：50-52(2022.04)



𠮷岡　靖史 神経精神科学講座 特任講師 博士（医学）
精神神経科学

児童精神科学

①𠮷岡靖史，八木淳子，山家健仁，内出　希，柿坂佳菜恵：心的外傷後ストレス障害と神経発達症の合併例に対して，

児童精神科病棟入院によるTF-CBTが有効であった1症例 / 小児の精神と神経．64(4):355-366(2025)

②Yasuhito, Y., Junko, Y., Shusaku, C., Takehito, Y., Mare, U., Kanae, K., Naru, F., Jiro, M., Naomi, M.: A longitudinal 

study of the relationship between mental health of parents and problem behaviors of children born after the Great 

East Japan Earthquake. ASCAPAP：2023年5月：Kyoto, Japan.

③𠮷岡靖史，八木淳子，千葉柊作，山家健仁，内出　希，柿坂佳菜恵，福地　成，桝屋二郎，松浦直己： 東日本大震

災後に出生した子どもを持つ保護者のトラウマ症状の中長期的な改善に関連する要因．第129回日本小児精神神経学会

総会：2023年6月：神奈川

④𠮷岡靖史，山家健仁，内出　希，柿坂佳菜恵，八木淳子：児童精神科病棟に入院した心的外傷後ストレス障害と発達

障害の合併例に対しTF-CBTを実施した2症例の検討：第127回日本小児精神神経学会総会：2022年6月：福島

⑤𠮷岡靖史，八木淳子，内出　希：東日本大震災後に児童精神科受診に至った子どもの特徴　岩手県沿岸地域における

受診児と非受診児の比較検討 / 小児の精神と神経．61(2):101-109(2021)

粟津　菜津美 神経精神科学講座 助教 博士（医学）
精神神経科学

児童精神科学

①松尾菜津美，八木淳子，千葉柊作，柿坂佳菜恵，福地　成，桝谷二郎，松浦直己：東日本大震災後に出生した子ども

と保護者の精神健康の縦断的な関連 ：第64回日本児童青年精神医学会：2023年11月：弘前

②松尾菜津美，八木淳子，山家健仁，𠮷岡靖史，内出　希，柿坂佳菜恵，三浦光子，小川香織，久保崇人，石川千穂，

響江吏子：岩手医科大学附属病院児童精神科におけるトラウマフォーカスト認知行動療法施行36例の検討：第62回児

童青年精神医学会：2021年10月：WEB開催

③𠮷岡靖史，山家健仁，内出　希，柿坂佳菜恵，藤原　碧，松尾菜津美，八木淳子：東日本大震災後1年間に出産・育

児を行った母親の自殺の危険性の検討：第61回日本児童精神医学会：2020年10月：WEB開催

④柿坂佳菜恵，山家健仁，𠮷岡靖史，内出　希，松尾菜津美，八木淳子，桝屋二郎，福地　成，松浦直己：東日本大震

災後に出産・育児を行った母親の愛着スタイルが子どもの問題行動に与える影響 ：小児の精神と神経 61(4):343-

343(2022.1)

佐々木　夢佳 神経精神科学講座 助教 博士（医学）
精神神経科学

児童精神科学

①Sasaki, Y., Suda, M., Miyakubo, M., Takei, Y., Fukuda, M.: Acceptability and effectiveness of eye movement 

desensitization and reprocessing in juveniles within the justice system: A  preliminary study: THE 24TH WPA 

WORLD CONGRESS OF PSYCHIATRY: 2024.11: Mexico

②佐々木夢佳：小児期・AYA世代をめぐる医療と支援　当院精神科における精神疾患を持つ子供への支援の現状と課

題：第71回北関東医学会総会：2024年9月：群馬

③佐々木夢佳，須田真史，野村隆則，小野樹郎，福田正人：入院中に特別支援学校に転校したことで治療に役立てられ

た神経性やせ症の高校生の一例　入院中の高校生に対する学習支援の意義と課題：第63回日本児童青年精神医学会総

会：2022年11月：長野

④佐々木夢佳，須田真史，野村隆則，小野樹郎，福田正人：治療同意を得るのに難渋し症状が遷延した大うつ病性障害

の1例：第113回東京精神医学会学術集会：2018年7月：東京


